
“Segment	Routing”
Chasmを越えてついに実用段階へ、そして
これからのNetwork	Programmability

SRv6編
松嶋 聡
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ID空間としてのラベル
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MPLSアーキテクチャ そもそもの前提
ローカルユニークなラベルを隣同⼠で伝え合う

JANOG6 MPLSパネルセッション LDP資料より



MPLSアーキテクチャ そもそもの前提
ローカルユニークなラベルを隣同⼠で伝え合う

JANOG6 MPLSパネルセッション LDP資料より

ローカルユニークだから、
ラベルは20ビットで⾜りた。



グローバルユニーク、もしくはドメインユニークID
を⽤いる

Segment Routingにおいて、

20ビットラベルを使う根拠
は崩れ去ってしまった..
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これでいけそうじゃね？
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これまでのIDが持っている
機能をIPv6 ID空間で表現

したい



SRv6 Network Programmability
機能をSegment-IDで記述=>プログラミング

JANOG40 セグメントルーティング チュートリアル資料より



SRv6でひろがる
ネットワークプログラミングの世界

Power of Two
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モバイルネットワーク機能をSRv6で！？



現⾏のモバイルネットワーク（携帯網）の例
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• 伝送路からみたパスの最適化が困難
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いろいろ困ってます。



もしもSRv6が現⾏トンネルの代替になれたとしたら
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• 端末セッションごとのトンネル接続, 移動管理
• 伝送路からみたパスの最適化が困難
• IPv6に統⼀することで、モバイルと他ネットワークを統合
• モバイルNW機能をSegment-IDで表現して実現する！？
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Segment-IDで
PGWとか

プログラムできるかも!？



Segment-IDに持たせるモバイルNWの機能
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SRv6でモバイルネットワーキング
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現⾏モバイルネットワークとステートレスにインターワーク
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既存網とインターワークも
楽チンかも！？



SRv6 Network

モバイルネットワークをSRv6でプログラムする
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SRv6 Network

モバイル (+固定も）をオーケストレートするデータモデル
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API⼀発でEPC⼀式
どこでも起動できるかも？



SRv6 Network

SRv6でネットワークスライシング
• モバイル機能やパスのSIDのセットをスライスとして表現

-> 1セットのSegment-IDの共通プレフィクスをスライスのIDにできる！？
• 端末のユーザーアプリからパケットにSIDをパケットに
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ネットワークスライシングも
SRv6で

プログラムできるかも



まとめ
• SRv6は、将来ネットワークを使うアプリのプログラミング基盤になるかも

• 広大なID空間が自由で活発なアプリ開発の実現を担保
• 機能的な意味を持ったSegment-IDが、IPv6ネットワークのどこにでも設定できる可能性

• トラフィックエンジニアリングやVPNだけでなく、モバイルもサポートできる可能性
• アクセスポイント、PGW、SGWなど

• Segment-IDを迅速に、適切にネットワークへ設定するために
• データモデルと、それに基づくコントローラ／オーケストレータのAPI
• Segmentに持たせる機能とデータモデルの標準化

• ネットワークスライシングもSRv6で実現できるのかも
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